
（開発） 株式会社らしさラボ

AIロールプレイで鍛える！
上司のための「部下育成コーチング実践講座」

 「説明したのに動かない」がなくなる！



はじめに

■ 自己紹介・この講座の進め方

■ ロールプレイ演習のやり方



京都生まれ

リクルートグループ入社 求人情報事業
・営業職として10年、管理職として11年在籍。

飛込み営業、コンサル営業を経験し、リクルート社で
年間日本一を4回、累計40回の社内表彰を受賞。
その後、営業課長・部長・社内関連会社の代表を歴任。

2011.9 らしさラボ設立

・4万人以上のビジネスパーソンに
営業力向上、対人対応力、リーダーシップ向上、
メンタル強化をテーマとした企業研修、コーチング、
コンサルテーションを提供。

・年間セッション数：200回以上
・リピート率9割以上
・書籍50冊以上

株式会社 らしさラボ 伊庭正康 （いば まさやす） www.rasisalab.com



講座のゴール

「説明したのに動かない部下」が変わる！

“主体性を高める指導“を“AIロールプレイで体得する。

AIロールプレイを練習相手に何度も挑戦！



どんな人に見ていただきたいのか？

◆ 新人・若手に 何をどう教えればよいか分からない上司

◆ 中堅社員に対し、 指示型から脱却したいと考えている方

◆ 「説明したのに、できない」状況に もどかしさを感じている方

◆ コーチングを学んだが、 使いこなせていない方

◆ 育成を 感覚ではなく、体系的に学びなおしたい方

◆ 安全に・何度も育成ロールプレイを練習したい方



このコースの進め方

① 各セクションにて、講師からセオリーを解説

↓
② AIのアバターを相手にロールプレイ

 ↓
③ 講師から、補足の解説

 ↓
④ このパートの整理をしていただく



目次

• AIロールプレイの使い方

• 部下が“本音を話す”土台づくり ― 心理的安全性と聴く力 ―

• OJT指導力を高める ― 初めての業務を任せるときの関わり方 ―

• 新人・若手を伸ばすティーチング ―「説明したのに、できない」を解消する ―

• 中堅を自走させるコーチング ― 考えさせるからこそ、部下が育つ ―



1. 「説明したのに、できない」を解消！ＯＪＴ”実践講座（育成計画書シート付き）

2. 【後輩が自ら動く育成理論】モチベーションを高める指導理論「完全マスター講座」 

3.   このリーダーについていきたいと思われる！「リーダーシップセオリー」入門講座

にて、全体像をレクチャー。

この講座で「AIロールプレイ」を相手に“わかる”を“できるに  



はじめに

■ 自己紹介・この講座の進め方

■ ロールプレイ演習のやり方





AIロールプレイのやり方



※追記
現在、Udemyのバージョン変更に伴い、
このボタンを押さずとも
会話ができるようになっています。





全体の構成



全体構成

現場でよくある４つの育成シーンをAIロールプレイで反復練習。
迷わず使える「対話の型」と「面談トーク」を身につける。

部下が“本音を
話し始める”土台

成熟度・シーンに応じて
関わり方を使い分ける

■ 心理的安全性をつくる
（否定されない・

評価されない安心感）

■OJTを実施
（初めての業務を任せる時）

■ティーチングを実施
（新人・若手）

■コーチングを実施
（中堅）



AIロールプレイ
部下が“本音を話す”土台づくり

― 心理的安全性と聴く力 ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



学習目標

このセクションのゴール

➢ 心理的安全性をつくる鍵を確認

➢ 不可欠となる聴く力を確認（傾聴・拡大質問）



心理的安全性とは

部下が心を開く鍵は、心理的安全性の担保。
まず、「否定される不安なく、自分の考えや状況を話せる状態」をつくる。

■心理的安全性とは

・自分の意見や考えを自由に表現できる状態

■心理的安全性が担保される効果

・話しやすい場になる（健全な対話）

・失敗の報告をしやすくなる

・創造、挑戦につながる



心理的安全性を高める鍵

心理的安全性は関わり方によって、意図的につくることができる。
心理的安全性を高める「３つの鍵」を確認しておきたい。

■心理的安全性の高め方

1.  評価せず、「事実・思い」の把握に努める

【GOOD】「何が起きているのか」「どう考えているのか」を把握する。

 【NG】 心理的安全性を下げる最大の要因は、対話の場に評価が混在すること。
    「良し悪しを判断」「正解・不正解を示す」「改善点を急いで伝える」はNG。

２.「聴く時間」を意図的につくる

  【GOOD】「ちゃんと話を聴いてもらえる」といった感覚が、心理的安全性に直結。

３.「拡大質問」を多用する ※どうして？どんな？どのように？

 【GOOD】部下に「考えること自体が歓迎されている」というメッセージを伝える効果。



アクティブリスニング（能動的傾聴）

「ちゃんと話を聴いてもらえる」と思ってもらう鍵は、アクティブリスニング。
積極的に理解し、共感しながら聴くスキル が必要となる。

① 注意深く聴く

目を見てうなずく：「うんうん、それで？」

相づちを打つ ：「そうか、それは大変だったね」

前のめりで ：「少し前のめりになる、微笑む」

■アクティブリスニングの3つの要素

② 要約をすることで、理解を示す

要約する ：「そうか、＊＊ということだね」

③ 共感を示す

感情を理解し、寄り添う ：「それは困るよね」「そうか、楽しみだね」



質問のスキル

会話の流れは、「限定質問」から「拡大質問」への流れ。
「拡大質問」を使えないと心理的安全性の担保は難しくなる。

クッション言葉を使うと聴きやすくなる

「サポートしたいので、教えてもらっていい？」

「言える範囲でいいので、聞いてもいい？」

「もし、あるとしたら‥」

例

限定質問

端的に回答出来る、確認の質問

■Ｙｅｓ/Ｎｏで回答できる
■短いフレーズで回答できる

「困ったことはない？」
「いつ、やったの？」
「誰がやったの？」

拡大質問

相手の答えを制限しない質問。
考えや背景を自由に文章で
語ってもらう質問。

＝３つの「ど」＝
 ■どうして？
 ■どんな？
 ■どのように？

点数で尋ねると微妙なニュアンスを確認できる

「10点満点なら何点？」

※体調の確認、理解度の確認 等。



会話イメージ

■会話イメージ（少し消極的な〇〇さんに役割を付与）

上司・ 〇〇さんには、新人の面倒を見てほしい。どうかな？

部下・ あ、はい…わかりました。

上司・ ありがとう。もし、あれば教えてほしいんだけど、面倒を見るにあたって、
   気になることはある？

部下・ 特に大丈夫です。



会話イメージ

■会話イメージ（少し消極的な〇〇さんに役割を付与）

上司・ 〇〇さんには、新人の面倒を見てほしい。どうかな？

部下・ あ、はい…わかりました。

上司・ ありがとう。もし、あれば教えてほしいんだけど、面倒を見るにあたって、
   気になることはある？

部下・ 特に大丈夫です。

上司・ 安心した。新人と距離が近い〇〇さんだからこそ、教えてもらっていい？

   面倒を見るにあたって、うまくいかなくなる要素があれば確認して

            おきたいのだけど、どんなことが想定されそう？

部下・ あるとすれば、私自身が忙しく、時間をとってあげられるかの不安はありますね。



会話イメージ

上司・ そうか‥。どんなことがあるの？

部下・ （回答：確認すると忙しさの対策は問題なさそう）

上司・ ところで、忙しさを解消できれば、面倒を見ることへの不安はなくなる？

部下・ なんとも言えないです。

上司・ それは、どうして？

部下・ …。

上司・ ………………（沈黙）…………………。

部下・ 教えることが苦手なので…。



AIロールプレイ 設定

あなた（上司）：専門商社  営業企画部門のリーダー

メンバー ：入社５年目。主体性が低く、言われたことしたしない。

新人育成の役割を付与することで、主体性の向上を図りたいと考えている。

Let's try!!



AIロールプレイ
部下が“本音を話す”土台づくり

― 心理的安全性と聴く力 ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



解説

「心理的安全性」の担保に向けての”ワンポイントアドバイス“

【注意点】

□ スグに助言、アドバイスをしない（聞き役に徹する） ※会話は「後出しジャンケン」が鉄則

□   限定質問のみだと、一問一答になり「尋問」のようになってしまう。

【成功の鍵】

□  “ 出来事（コト）”と“思っていること（ココロ）”を分けて聴く。

□ そのためには、アクティブリスニングを（評価せず、共感しながら聴く）。

□ 限定質問 → 拡大質問の流れで会話を進める。

□ 詰問にならないよう、クッション言葉で配慮をしながら聴く。



このパートの確認

◆ここで、重要だと感じたことを記入しておこう！

・

◆もっと、知りたいことがあれば書いておこう！（理解しておきたいこと、活用法等）

・

※ご質問があれば、お気軽にQ&Aからどうぞ！講師が回答いたします！



AIロールプレイ
OJT指導力を高める

― 初めての業務を任せるときの関わり方 ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



学習目標

このセクションのゴール

➢ OJTにおける正しい教え方を身につけるために、

４段階職業指導法（OJTの４ステップ）を

使った教え方を練習しておきたい。

© Rasisa Lab CO.LTD All Rights Reserved. 29
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OJTの4段階職業指導法

OJTを実施する際、下記の４ステップの流れで行う。
（特に重要なのは、「Check」のステップ）

30

Act

改善策

Plan

育成計画

Do

実行

Check

フィード

バック

Show ・トレーナーがやってみせる

Tell ・その後、やり方を説明する

Do ・メンバーにさせてみる

Check ・その場で、評価・追加指導する

■OJTの4段階職業指導法とは



© Rasisa Lab CO.LTD All Rights Reserved.

Showのポイント

Showでは、実際に仕事をやってみせて、仕事の全体像を把握してもらう。

31

Show
やってみせる

Tell
説明する

Do
させてみる

Check
評価・追加指導

まず、その仕事を「やって見せる」ことで、業務の全体像を伝える。

最初が最も肝心。手本を見せられるかどうかが、後の行動に影響を与える。

【成功させるために】

・自分の「熟達したやり方」を見せるのではない。

新人に覚えて欲しい行動を見せる。

・1回では理解できないと考えておく。

ゆっくり、丁寧に、何度も、色々な角度から見せる。

・やった後、必ず質問で確認を（ちゃんと見えたか？感想は？）
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Tellのポイント

具体的に仕事の内容を説明し、仕事の意味や必要な理由を理解してもらう。

32

Show
やってみせる

Tell
説明する

Do
させてみる

Check
評価・追加指導

ここでは「作業の目的や背景」「作業内容」「作業手順」を具体的な言葉で伝

えることがポイント。一方的に話すだけではなく、「どう思いましたか？」

「不明な点は？」などの質問を通して、不明点を解消する。

【成功させるために】

・曖昧な表現はＮＧ。（ざっくりと、こんな感じで、あの、その、等）

具体的な表現で。（約10秒で、マニュアルの3ページ目の、ドアの横、等）

・作業の方法を教えるだけではなく、仕事の意義も話しておきたい。

（この仕事をやることで、＊＊＊が助かる、等）

・必ず、理解度を確認しながら進めること。
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Doのポイント

ShowとTellを踏まえた上で、実際に仕事を体験してもらう。

33

Show
やってみせる

Tell
説明する

Do
させてみる

Check
評価・追加指導

業務を「させてみる」ことで「本当にできるかどうか」を確認してもらう。

もちろん、できなくてＯＫ。「失敗しても大丈夫」という安心感を与えつつ

も、質問を繰り返して正解を尋ね、彼らが理解したと判断できるまで続ける。

【成功させるために】

・失敗することを歓迎する姿勢が大事。（最初は誰もがそうである〉

・やってもらった後、「わからない点は？」「気になる点は？」と確認を。

・少しでもできたなら、「よく、できた」「よく、気づけた」と褒める。

・できない場合も、進捗を褒める。（いい感じになってきた、等）
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Checkのポイント

Doの結果を見て、できた部分の評価と、できなかった部分への追加指導を行う。

34

Show
やってみせる

Tell
説明する

Do
させてみる

Check
評価・追加指導

「できたこと」「できなかったこと」を具体的にフィードバックする。

できていたことに対しては、「しっかり声も出ていたし、結論から説明して

いたのでわかりやすくて、とても良かった」と具体的に伝えることで再現性

を高める。できていなかった点については「できていない」と指摘するので

はなく、「この＊＊＊は、＊＊をするのが正解」と教える流れがベター。

【成功させるために】

・フィードバックは「できたこと→できていないこと」の流れで伝えると、

ポジティブな場となる。



AIロールプレイ 設定

あなた（上司）：大手家電メーカー 営業部門のリーダー

メンバー ：入社1年目。社内営業システムを使って、リストを出す操作を教えるシーン。

Let's try!!



■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理

AIロールプレイ
OJT指導力を高める

― 初めての業務を任せるときの関わり方 ―



解説

「OJT指導」に向けての”ワンポイントアドバイス“

【注意点】

□ いきなり、「Tell（説明）」のみで「Do（やらせてみる）」指導だと、イメージしにくい。

□ フィードバックでネガティブなコメントが多くなると、自己効力感（自分はできる感）が低下。

【成功の鍵】

□ 最初に”ゆっくり” 、 ”丁寧に” 、 ”何度も” 、 ”色々な角度”から見せる。

□ 「作業の目的や背景」「作業内容」「作業手順」を具体的に伝える。

□ 「失敗しても大丈夫」という安心感を大事にする。（できなくても、全く問題ない）

□ やってもらった後、ポジティブな面に焦点を当てつつ、改善点を具体的にフィードバックする。



このパートの確認

◆ここで、重要だと感じたことを記入しておこう！

・

◆もっと、知りたいことがあれば書いておこう！（理解しておきたいこと、活用法等）

・

※ご質問があれば、お気軽にQ&Aからどうぞ！講師が回答いたします！



AIロールプレイ
新人・若手を伸ばすティーチング

―「説明したのに、できない」を解消する ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



学習目標

このセクションのゴール

➢ 「教えたのにできない」「勝手なことをされて困る」

  などの事態がおこる際、実は相手の問題ではない。

  そうならないためにも、誤解なく教える

  ティーチングの技法をマスターしておきたい。
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ティーチング（対象：業務のことを知らない）

新人や未経験者に教える際はティーチングが正解。
不安もなく、誤解もない状況にしておく。

なぜ（Why） なぜ、それをするのか？

何（What） 具体的には何を？

誰（Who） 誰に対して？

どこで（Where） どこで？

いつ（When） いつ？（何日？何曜？何時？等）

どのように（How） どのように？(手段）

Step１ 「５Ｗ１Ｈ」で指示を出す。
※全要素でなくとも、必要な要素で指示する

Step３ 「復唱」をしてもらうことで、理解度を確認。

Step２ 「不明・不安」な点がないかを確認。



会話イメージ

■指示だし（相手にとって初めてのタスク）

上司AA  明日、ミーティングをするので、いつもの会議室と準備をお願い ×



会話イメージ

■指示だし（相手にとって初めてのタスク）

上司ＢA  明日の午後1時からミーティングをするので、準備をお願いしたい。

１つは、会議室を押さえてもらいたいのと、

もう１つは、関係者にメールで広報をお願いしたいんだ。

部長がディスプレイを使って説明をするので、会議室は、

できれば会議室Ａか、それとも会議室Ｂでお願いしたい。

 参加者は＊＊＊の皆さんで、本日にはチャットで知らせて欲しい。

   その際に、このアジェンダを添付しておいてもらっていい？

アジェンダを添付することで、参加へのスタンスが変わるからね。

上司ＢA どう？不明な点ある？ よかった。不安な点は？

上司ＢA ちょっと情報が多かったので、念のため復唱をお願いしてもいい？



AIロールプレイ 設定

あなた（上司）：大手自動車保険会社  カスタマー対応セクションのリーダー

メンバー ：入社１年目。お客様への「依頼事項」を説明するシーン。

伝える内容が多岐にわたるため、メンバーが不安なく確実に実行できるよう、

ティーチングの技法を使って、丁寧に教えたい。

Let's try!!



AIロールプレイ
新人・若手を伸ばすティーチング

―「説明したのに、できない」を解消する ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



解説

「説明したのに、できない」を無くすための”ワンポイントアドバイス“

【注意点】

□ 解釈が不明瞭な言葉は慎む（「アレ、ソレ、コレ」「むこうに、いつもの」「だいたい」等）

□ 質問に対し、否定的な反応をしない（「それはさ‥」「そのくらいのことは‥」等）

【成功の鍵】

□ 5W1Hをイメージし、ヌケモレがないかを確認。※特に「なぜ？」は重要

□ 初めてのタスクは、思った以上に理解が難しい。簡単なことでも、丁寧に伝えること。

□ 不明な点を確認することに加え、念には念を入れ不安な点も確認しておく。

□ 復唱をしてもらうことは、相手にとっての安心につながると考える。

□ 「重要な内容、複雑な内容」など、内容によっては、指示書で伝える。 （メール含む）



このパートの確認

◆ここで、重要だと感じたことを記入しておこう！

・

◆もっと、知りたいことがあれば書いておこう！（理解しておきたいこと、活用法等）

・

※ご質問があれば、お気軽にQ&Aからどうぞ！講師が回答いたします！



AIロールプレイ
中堅を自走させるコーチング

― 考えさせるからこそ、部下が育つ ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



学習目標

このセクションのゴール

➢ 指導で最も重要なことは「やる気」になってもらうこと。

その鍵は、「自己決定感」の醸成にある。

コーチングの技法を用いて、自己決定感を醸成する

指導法をマスターしておきたい。



コーチング（対象：業務のことをわかっている）

Copyright ©  Rasisalab  All Rights Reserved.

業務のことを一通りできる状態であれば、考える機会を与える。
コーチングの手法を活用し、自己決定感を担保する 。

具体的に！

見当違いの回答の場合、
答えを言うのではなく、
考えさせる。
・「他には？」
・「＊＊の観点で考えると？」

いくつか考えさせることも
考える“習慣づけ”では重要。

「じゃ、こうしよう」と
言わず、本人から言わせる。
（自己決定感の担保）



会話イメージ

■会話イメージ（提出物の締め切りに遅れたメンバーに対し、改善策を考える）

上司・ 再発予防の具体策を考えておかない？

部下・ 申し訳ございません。そうですね。よろしくお願いします。

上司・ 遅れた事情を整理しておこう。時系列で説明してもらっていい？

部下・ （回答）

上司・ なるほどね。では、何があれば再発を予防できそうかな？

部下・ そうですね。想定外の割り込みタスクに振り回されないことだと思います。

上司・ いいね。その方向で対策を考えない。いくつか出してみて最善策を選ぼう。どうかな？

部下・ そうですね。１つは‥ （続く）

上司・ ３つも出たね。いいね。その中で、やってみたい対策はある？

部下・ そうですね。１つ目ですね。というのも･･

上司・ たしかにね。いいと思うよ。では、どうしようか？

部下・ まずは、今日から安請け合いをせずに、納期調整をするようにします。



AIロールプレイ 設定

あなた（上司）：大手家電メーカー 営業企画部門のリーダー

メンバー ：入社３年目。いつも、バタバタしており、残業が減らない状況にある。

ただ、同じ業務量の同僚は残業が減っている。そうなると、業務量の問題では

なさそうだ。実際、３か月前から導入した分業体制を活用し、後工程の

仕事を外出しできていることが功を奏している。

しかし、当該メンバーは、分業体制を活用できていないようにも見受けられる。

Let's try!!



AIロールプレイ
中堅を自走させるコーチング

― 考えさせるからこそ、部下が育つ ―

■   このセクションで学ぶこと
↓

（ロールプレイ）
↓

■ 解説 ＆ このパートの整理



解説

「自己決定感」を醸成するコーチングに向けての”ワンポイントアドバイス“

【注意点】

□ こちらが「例えばさ‥」と誘導をすると、自己決定感の棄損につながる。

□ Willのパートで、こちらが「では、＊＊をしよう」と決めるのも自己決定感の棄損につながる。

【成功の鍵】

□ Goalは、具体的に設定。（「忙しさ解消する方法」×、「月末の伝票業務を減らす方法を考える」〇）

□ 聞く時は、ポジティブな姿勢で聞く。（でも、だって、など反論はしない）

□ 見当はずれの回答に対しては、観点で考えさせる。（＊＊の観点で考えると大丈夫かな？）

□ Optionsで、候補が出ない場合は、こちらが１つ出してみるのも効果的。※誘い水効果

□ こちらの意向通りにならないこともあるが、致命的ではない限りは否定しない。



このパートの確認

◆ここで、重要だと感じたことを記入しておこう！

・

◆もっと、知りたいことがあれば書いておこう！（理解しておきたいこと、活用法等）

・

※ご質問があれば、お気軽にQ&Aからどうぞ！講師が回答いたします！



まとめ



これからの活かし方

最初の1~3か月、やるべきことを決める！

１ 「行動→習慣」にするための期間にする。

２ 自分なりのチャレンジを考える。
※期限を決める

３  期限が来たら、「検証」の機会を持つ。



マイ・チャレンジ

チャレンジを決めておこう！

チャレンジ 達成基準
（何をもって達成とするか）

期限
（月/日）

実施した結果
(変化)



ボーナスレクチャー（継続学習に向け）



話し合いを有利に進める

交渉力大全
（ハーバード交渉力）

目標を必ず達成

営業マネジメント
（営業部門責任者向け）

営業活動の計画立案

営業プランニング
（営業職向け）

Udemyで、伊庭の講座を学びたい方へ

１ 営業力を高めたい

誰もがトップセールスになれる

営業スキル大全
（商談、対話の基本を習得）

基本

応用
法人向け「ソリューション営業」の基本

提案レベルアップ大全
（ニーズをつくる「仮説力」の向上）

課題別
オフィス･在宅の

時間管理
（段取り力向上）

ストレス予防

ストレスコーピング
（モチベーション維持）

Ａ
Ｉ
を
営
業
に
活
用

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
営
業
大
全

（
リ
ス
ト
、
仮
説
、
提
案
書
、
メ
ー
ル
等
）

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ



Udemyで、伊庭の講座を学びたい方へ

２ リーダーシップ・マネジメント力を高めたい

このリーダーについていきたいと思われる！

リーダーシップセオリー入門講座
（対話法・コーチング・チーム作り）

基本

1on1の進め方

フィードバック入門

部下への指導力向上 チームづくり向上 業績向上

忙しさ解消

ストレスケア

変革課題別
OJT大全

チームビルディング

ストレスコーピング

部下に任せる技術

時間管理

Chat GPT活用法

戦略・戦術

変革の８ステップ

論理思考

ロジカルシンキング

ナレッジマネジメント

後輩指導

営業マネジメント



Udemyで、伊庭の講座を学びたい方へ

３ ビジネススキルを高めたい

社会人基礎力（経済産業省が提唱）

前に踏み出す力 チームで働く力 考え抜く力

話し合いを有利に進める

交渉力大全
（ハーバード交渉力）

オフィス･在宅での時間管理

時間管理
（段取り力向上）

ストレス予防のスキル

ストレスコーピング
（モチベーション維持）

これだけやればＯＫ

ロジカルシンキング
（論理思考）

職場への影響力向上

フォロワーシップ
（参謀力/できる部下力）

自分の強みを活かす

ジョブ・クラフティング
（仕事のやりがい向上）



Youtube

研修トレーナー 伊庭正康のスキルアップチャンネル



企業研修
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